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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フレキシブルプリント基板（ＦＰＣ）又はフレキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）と着
脱自在に嵌合するコネクタであって、該フレキシブルプリント基板又は前記フレキシブル
フラットケーブルと接触する接触部を有する所要数のコンタクトと、このコンタクトが保
持・固定されるとともに前記フレキシブルプリント基板又は前記フレキシブルフラットケ
ーブルが挿入される嵌合口を有するハウジングと、前記フレキシブルプリント基板（ＦＰ
Ｃ）又は前記フレキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）を前記コンタクトに押圧するスラ
イダーとを備え、前記コンタクトの接触部と接続部との間に弾性部と支点部とを設けると
ともに前記接触部と前記弾性部と前記支点部と前記接続部とを略クランク形状に配置し、
かつ、前記接続部と対向する位置に前記弾性部から延設された押受部を設け、前記スライ
ダーに長手方向に連設した押圧部を設け、該押圧部が前記コンタクトの接続部と押受部と
の間で回動自在に前記スライダーを前記ハウジングに装着したコネクタにおいて、
　前記ハウジングに前記コンタクトの接続部に対応した位置に細長形状の係止部を設け、
前記コンタクトの接続部に前記係止部と係合する細長形状で前記嵌合口に対して斜めとな
る凹部を設け、前記コンタクトを前記ハウジングに嵌合口と反対側より挿入していくと、
前記嵌合口に対して斜めの前記凹部に前記係止部が係合し始めた段階では前記コンタクト
の接触部は前記ハウジングの挿入孔と略平行状態であるが、さらに挿入されると前記コン
タクトは斜めに傾き前記接触部は前記挿入孔の上壁と接し、挿入が完了すると斜めの前記
凹部により前記接触部が前記挿入孔と平行状態に戻ることを特徴とするコネクタ。
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【請求項２】
フレキシブルプリント基板（ＦＰＣ）又はフレキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）と着
脱自在に嵌合するコネクタであって、該フレキシブルプリント基板又は前記フレキシブル
フラットケーブルと接触する接触部を有する所要数のコンタクトと、このコンタクトが保
持・固定されるとともに前記フレキシブルプリント基板又は前記フレキシブルフラットケ
ーブルが挿入される嵌合口を有するハウジングと、前記フレキシブルプリント基板（ＦＰ
Ｃ）又は前記フレキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）を前記コンタクトに押圧するスラ
イダーとを備え、前記コンタクトを２種類にし、該２種類のコンタクトを千鳥に配置し、
一方のコンタクトには、接触部と接続部との間に弾性部と支点部とを設けるとともに前記
接触部と前記弾性部と前記支点部と前記接続部とを略クランク形状に配置し、かつ、前記
接続部と対向する位置に前記弾性部から延設された押受部を設け、もう一方のコンタクト
には、接触部と接続部との間に弾性部と支点部とを設けるとともに前記接触部と前記弾性
部と前記支点部と前記接続部とを略コ字状に配置し、かつ、前記弾性部から接触部と反対
方向に延設された押受部を設け、前記スライダーに長手方向に連設した押圧部を設け、該
押圧部が一方のコンタクトの接続部と押受部との間及びもう一方のコンタクトの押受部と
前記ハウジングとの間で回動自在に前記スライダーを前記ハウジングに装着したコネクタ
において、
　前記ハウジングに前記コンタクトの接続部に対応した位置に細長形状の係止部を設け、
前記コンタクトの接続部に前記係止部と係合する細長形状で前記嵌合口に対して斜めとな
る凹部を設け、前記コンタクトを前記ハウジングに嵌合口と反対側より挿入していくと、
前記嵌合口に対して斜めの前記凹部に前記係止部が係合し始めた段階では前記コンタクト
の接触部は前記ハウジングの挿入孔と略平行状態であるが、さらに挿入されると前記コン
タクトは斜めに傾き前記接触部は前記挿入孔の上壁と接し、挿入が完了すると斜めの前記
凹部により前記接触部が前記挿入孔と平行状態に戻ることを特徴とするコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話やノートパソコンやデジタルカメラ等に使用されるフレキシブルプ
リント基板（以下「ＦＰＣ」という）やフレキシブルフラットケーブル（以下「ＦＦＣ」
という）にコンタクトを押し付ける機構を有するコネクタに関するもので、特にコンタク
トをハウジングに挿入する際に前記コンタクトが平行に挿入できる構造に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話やＣＣＤカメラ等に使用されるコネクタとして、１つのタイプは主にハウジン
グとコンタクトとを備え、ハウジングにＦＰＣを挿入し、コンタクトの接触部に接触させ
る構造のもの（所謂、ノンＺＩＦタイプ）やまた違うタイプとしては主にハウジングとコ
ンタクトとスライダーとを備え、ハウジングとスライダーとでＦＰＣを挟持する構造のも
の（所謂、ＺＩＦタイプとピアノタッチタイプ）がある。ハウジングとスライダーとでＦ
ＰＣを保持する方法には、色々考えられるが、中でもハウジングにＦＰＣを挿入した後に
スライダーを挿入しＦＰＣをコンタクトに押しつける構造のものやハウジングにＦＰＣを
挿入した後にスライダーを回動させＦＰＣをコンタクトに押しつける構造のものが多い。
　ハウジングには、コンタクトが挿入される所要数の挿入孔が設けられるとともにＦＰＣ
が挿入される嵌合口が設けられている。
　コンタクトは主にＦＰＣと接触する接触部とハード基板等に接続する接続部とハウジン
グに固定される固定部とを備えている。このコンタクトは、圧入等によってハウジングに
固定されている。
　下記にＺＩＦタイプとしての特許文献１（実開平６－６０９８３号）とピアノタッチタ
イプとしての特許文献２（特開平１３－２５７０２０号）を例示する。本出願人は、スラ
イダーでＦＰＣ又はＦＦＣを確実にコンタクトの接触部に押圧することができ、ピッチの
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狭小化や低背位化が可能なコネクタとして、特許文献３（特願２００２－２２４３４０）
を提案している。
【特許文献１】例えば、ゼロインサーションフォース構造としては、実開平６－６０９８
３号がある。実開平６－６０９８３号の要約によると、その目的は、電子機器や通信機器
内の狭いスペースに使用されるスライダー付プリント基板用コネクタに関するものであり
、その構成は、コネクタのスライダーの両側端部にそのスライダーが挿入されるハウジン
グへの挿入ガイドとして手前側が固定されたＵ字形状のアーム部を形成し、そのＵ字形状
のアーム部の開放端側に凸部を設けるとともに、Ｕ字形状のアーム部の開放端が挿入方向
から目視できるように切欠部を設け、ハウジングの両側端部にはスライダーの凸部が係合
する傾斜面を有する突出部を設け、スライダーをフレキシブル・プリント基板の接続端子
部とともにハウジングに挿入されるとき、当該スライダーの凸部がハウジングの傾斜面を
有する突出部を乗り越えることにより、そのＵ字形状のアーム部の開放端が一時的に外側
に広げられ、かつ挿入完了時にその開放端が正常位置に復帰するようにしたコネクタが開
示されている。
【特許文献２】所謂、ピアノタッチ構造としては、特開平１３－２５７０２０号に、コネ
クタのコンタクトとＦＰＣ叉はＦＦＣのパターンとの位置合わせを確実に行うことを目的
とし、該文献２には、ＦＰＣ叉はＦＦＣが挿入される開口側の、コネクタの端子ブロック
の各コンタクト間の稜線上に突起を列設して、端子ブロックにＦＰＣ叉はＦＦＣを挿入し
た後に、スライダを移動させることによってＦＰＣ叉はＦＦＣを前記コンタクトに押圧さ
せ、前記スライダでＦＰＣ叉はＦＦＣをコンタクトに押しつけ電気接続させる際に、この
突起がＦＰＣ叉はＦＦＣのパターン間の凹部に入ることにより、コネクタのコンタクトと
ＦＰＣ叉はＦＦＣのパターンとの位置合わせを確実に行うものが開示されている。
【特許文献３】特許文献３の要約によると、各部位の強度や仕様等を損なうことなく、ス
ライダーでＦＰＣ又はＦＦＣを確実にコンタクトの接触部に押圧することができ、作業性
がよく、ピッチの狭小化や低背位化が可能なコネクタを提供すること目的とし、該目的の
低背位化のために、コンタクトの接触部と接続部との間に弾性部と支点部とを設けるとと
もに接触部と弾性部と支点部と接続部とを略クランク形状に配置し、かつ、接続部と対向
する位置に弾性部から延設された押受部を設け、スライダーに長手方向に連設した押圧部
を設け、押圧部がコンタクトの接続部と押受部との間で回動自在にスライダーをハウジン
グに装着するコネクタが開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、この種のＦＰＣやＦＦＣを用いたコネクタには、より低背位化の要求が強くなっ
てきているが、上述した一般的な構造のコネクタでは、特許文献３の課題に示したように
、６層（ハウジングの厚み方向両側の壁・コンタクトの接触部と受け部の厚さ・スライダ
ーの押圧部の厚さ・ＦＰＣ又はＦＦＣの厚さ）構造になっている。この場合に、低背位化
を考えると、コンタクトの受け部を省略し、５層（ハウジングの厚み方向両側の壁・コン
タクトの接触部の厚さ・スライダーの押圧部の厚さ・ＦＰＣ又はＦＦＣの厚さ）構造にす
ることはできるが、各部位の強度や仕様等からこれ以上低背位化が出来なく、また、ハウ
ジングの嵌合口側のみで、ＦＰＣ又はＦＦＣの挿入とコンタクトの接触部をＦＰＣ又はＦ
ＦＣに押しつける動作を行っているので、コネクタが小型化すればするほど作業性が悪い
と言った課題を解決すべく、本出願人は、特許文献３のような、各部位の強度や仕様等を
損なうことなく、スライダーでＦＰＣ又はＦＦＣを確実にコンタクトの接触部に押圧する
ことができ、作業性がよく、ピッチの狭小化や低背位化が可能なコネクタを提案した。
　しかしながら、特許文献３のような構造では、前記コンタクトを前記ハウジングに挿入
する際に、前記コンタクトと前記ハウジングの挿入孔とのクリアランス分だけ前記コンタ
クトの接触部が斜めに挿入され、接触圧がバラツキ安定した接触が得られないといった課
題があった。
【０００４】
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　本発明は、このような従来の問題点に鑑みてなされたもので、前記コンタクトを前記ハ
ウジングに挿入する際に前記コンタクトが斜めに挿入されることがなく、安定した接続が
得られるコネクタを提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、ＦＰＣ４０又はＦＦＣと着脱自在に嵌合するコネクタ１０であって、該Ｆ
ＰＣ４０又は前記ＦＦＣと接触する接触部２２を有する所要数のコンタクト１４と、この
コンタクト１４が保持・固定されるとともに前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣ挿入される嵌
合口１８を有するハウジング１２と、前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣを前記コンタクト１
４に押圧するスライダー１６とを備え、前記コンタクト１４の接触部２２と接続部２４と
の間に弾性部３４と支点部３２とを設けるとともに前記接触部２２と前記弾性部３４と前
記支点部３２と前記接続部２４とを略クランク形状に配置し、かつ、前記接続部２４と対
向する位置に前記弾性部３４から延設された押受部２０を設け、前記スライダー１６に長
手方向に連設した押圧部３６を設け、該押圧部３６が前記コンタクト１４の接続部２４と
押受部２０との間で回動自在に前記スライダー１６を前記ハウジング１２に装着したコネ
クタ１０において、前記ハウジング１２に前記コンタクト１４の接続部２４に対応した位
置に細長形状の係止部４４を設け、前記コンタクト１４の接続部２４に前記係止部４４と
係合する細長形状で前記嵌合口１８に対して斜めとなる凹部４２を設け、前記コンタクト
１４を前記ハウジング１２に嵌合口１８と反対側より挿入していくと、前記嵌合口１８に
対して斜めの前記凹部４２に前記係止部４４が係合し始めた段階では前記コンタクト１４
の接触部２２は前記ハウジング１２の挿入孔３８と略平行状態であるが、さらに挿入され
ると前記コンタクト１４は斜めに傾き前記接触部２２は前記挿入孔３８の上壁と接し、挿
入が完了すると斜めの前記凹部４２により前記接触部２２が前記挿入孔３８と平行状態に
戻ることにより達成できる。
【０００６】
　また、本発明の目的は、ＦＰＣ４０又はＦＦＣと着脱自在に嵌合するコネクタ１０１で
あって、該ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣと接触する接触部２２を有する所要数のコンタクト
１４、１４１と、このコンタクト１４、１４１が保持・固定されるとともに前記ＦＰＣ４
０又は前記ＦＦＣが挿入される嵌合口１８を有するハウジング１２１と、前記ＦＰＣ４０
又は前記ＦＦＣを前記コンタクト１４、１４１に押圧するスライダー１６１とを備え、前
記コンタクト１４、１４１を２種類にし、該２種類のコンタクト１４、１４１を千鳥に配
置し、一方のコンタクト１４には、接触部２２と接続部２４との間に弾性部３４と支点部
３２とを設けるとともに前記接触部２２と前記弾性部３４と前記支点部３２と前記接続部
２４とを略クランク形状に配置し、かつ、前記接続部２４と対向する位置に前記弾性部３
４から延設された押受部２０を設け、もう一方のコンタクト１４１には、接触部２２と接
続部２４との間に弾性部３４と支点部３２とを設けるとともに前記接触部２２と前記弾性
部３４と前記支点部３２と前記接続部２４とを略コ字状に配置し、かつ、前記弾性部３４
から接触部２２と反対方向に延設された押受部２０を設け、前記スライダー１６１に長手
方向に連設した押圧部３６を設け、該押圧部３６が一方のコンタクト１４の接続部２４と
押受部２０との間及びもう一方のコンタクト１４１の押受部２０と前記ハウジング１２１
との間で回動自在に前記スライダー１６１を前記ハウジング１２１に装着したコネクタ１
０１においても、前記ハウジング１２１に前記コンタクト１４の接続部２４に対応した位
置に細長形状の係止部４４を設け、前記コンタクト１４の接続部２４に前記係止部４４と
係合する細長形状で前記嵌合口１８に対して斜めとなる凹部４２を設け、前記コンタクト
１４、１４１を前記ハウジング１２１に嵌合口１８と反対側より挿入していくと、前記嵌
合口１８に対して斜めの前記凹部４２に前記係止部４４が係合し始めた段階では前記コン
タクト１４、１４１の接触部２２は前記ハウジング１２１の挿入孔３８と略平行状態であ
るが、さらに挿入されると前記コンタクト１４、１４１は斜めに傾き前記接触部２２は前
記挿入孔３８の上壁と接し、挿入が完了すると斜めの前記凹部４２により前記接触部２２
が前記挿入孔３８と平行状態に戻ることにより達成できる。
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【０００７】
　本コネクタ１０の作用としては、図３（Ａ）の状態で前記ＦＰＣ４０を挿入した後に、
前記スライダー１６を矢印「ハ」方向に回動させると、図３（Ｂ）のように前記スライダ
ー１６の押圧部３６（大きさの変化）により前記コンタクト１４の押受部２０が持ち上げ
られ、前記コンタクト１４の支点部３２を支点にして、前記コンタクト１４の弾性部３４
が前記接触部２２側に傾くことによって、前記接触部２２が前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦ
Ｃ側に押圧される。
【発明の効果】
【０００８】
　上記のような構造のコネクタ１０、１０１にすることで、次のような顕著な効果を得る
ことができる。
（１）ＦＰＣ４０又はＦＦＣと着脱自在に嵌合するコネクタで１０あって、該ＦＰＣ４０
又は前記ＦＦＣと接触する接触部２２を有する所要数のコンタクト１４と、このコンタク
ト１４が保持・固定されるとともに前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣ挿入される嵌合口１８
を有するハウジング１２と、前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣを前記コンタクト１４に押圧
するスライダー１６とを備え、前記コンタクト１４の接触部２２と接続部２４との間に弾
性部３４と支点部３２とを設けるとともに前記接触部２２と前記弾性部３４と前記支点部
３２と前記接続部２４とを略クランク形状に配置し、かつ、前記接続部２４と対向する位
置に前記弾性部３４から延設された押受部２０を設け、前記スライダー１６に長手方向に
連設した押圧部３６を設け、該押圧部３６が前記コンタクト１４の接続部２４と押受部２
０との間で回動自在に前記スライダー１６を前記ハウジング１２に装着したコネクタ１０
において、前記ハウジング１２に前記コンタクト１４の接続部２４に対応した位置に係止
部４４を設け、前記コンタクト１４の接続部２４に前記係止部４４と係合する斜めの凹部
４２を設けているので、０．９ｍｍ以下といった低背位化し、前記コンタクト１４と前記
ハウジング１２の挿入孔３８との間にクリアランスがあっても、前記コンタクト１４を前
記ハウジング１２に挿入する際に前記コンタクトが斜めに挿入されることがなく、安定し
た接続が得られる。
（２）ＦＰＣ４０又はＦＦＣと着脱自在に嵌合するコネクタ１０１であって、該ＦＰＣ４
０又は前記ＦＦＣと接触する接触部２２を有する所要数のコンタクト１４、１４１と、こ
のコンタクト１４、１４１が保持・固定されるとともに前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣが
挿入される嵌合口１８を有するハウジング１２１と、前記ＦＰＣ４０又は前記ＦＦＣを前
記コンタクト１４，１４１に押圧するスライダー１６１とを備え、前記コンタクト１４、
１４１を２種類にし、該２種類のコンタクト１４、１４１を千鳥に配置し、一方のコンタ
クト１４には、接触部２２と接続部２４との間に弾性部３４と支点部３２とを設けるとと
もに前記接触部２２と前記弾性部３４と前記支点部３２と前記接続部２４とを略クランク
形状に配置し、かつ、前記接続部２４と対向する位置に前記弾性部３４から延設された押
受部２０を設け、もう一方のコンタクト１４１には、接触部２２と接続部２４との間に弾
性部３４と支点部３２とを設けるとともに前記接触部２２と前記弾性部３４と前記支点部
３２と前記接続部２４とを略コ字状に配置し、かつ、前記弾性部３４から接触部２２と反
対方向に延設された押受部２０を設け、前記スライダー１６１に長手方向に連設した押圧
部３６を設け、該押圧部２０が一方のコンタクト１４の接続部２４と押受部２０との間及
びもう一方のコンタクト１４１の押受部２０と前記ハウジング１２１との間で回動自在に
前記スライダー１６１を前記ハウジング１２１に装着したコネクタ１０１においても、前
記ハウジング１２１に前記コンタクト１４の接続部２４に対応した位置に係止部４４を設
け、前記コンタクト１４の接続部２４に前記係止部４４と係合する斜めの凹部４２を設け
ているので、０．９ｍｍ以下といった低背位化し、かつ、狭小化を図り、前記コンタクト
１４と前記ハウジング１２１の挿入孔３８との間にクリアランスがあっても、前記コンタ
クト１４を前記ハウジング１２１に挿入する際に前記コンタクト１４が斜めに挿入される
ことがなく、安定した接続が得られる。
（３）前記コンタクト１４は、前記コンタクト１４を前記ハウジング１２、１２１に嵌合
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口１８と反対側より挿入していくと、前記凹部４２に前記係止部４４が係合し始めた段階
では前記コンタクト１４の接触部２２は前記ハウジング１２、１２１の挿入孔３８と略平
行状態であるが、さらに挿入されると前記コンタクト１４は斜めに傾き前記接触部２２は
前記挿入孔３８の上壁と接し、挿入が完了すると斜めの前記凹部４２により前記接触部２
２が前記挿入孔３８と平行状態に戻るように挿入されるので、前記コンタクト１４と前記
ハウジング１２、１２１の挿入孔３８との間にクリアランスがあって、前記コンタクト１
４を前記ハウジング１２、１２１に挿入する際に前記コンタクト１４が斜めに挿入されて
いっても、最終的には平行状態に戻り、斜めに挿入されることがなくなり、安定した接続
が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図に基づいて、本発明のコネクタ１０について説明する。
　図１（Ａ）は本発明のコネクタを嵌合口側よりみた斜視図であり、（Ｂ）はコンタクト
を千鳥に配置した場合の本発明のコネクタを嵌合口側よりみた斜視図である。図２はコン
タクトをハウジングに装着する際の説明図である。図３（Ａ）はＦＰＣが挿入される前の
本発明のコネクタの部分断面斜視図であり、（Ｂ）はＦＰＣを挿入しスライダーを回動し
た後の本発明のコネクタの部分断面斜視図である。
　本発明のコネクタ１０は、主にハウジング１２とスライダー１６とコンタクト１４とを
備えている。
【００１０】
　図に基づいて本発明のコネクタ１０の構成部品について説明する。
　まず、本発明のポイント部分であるコンタクト１４について説明する。このコンタクト
１４は金属製であり、公知技術のプレス加工によって製作されている。前記コンタクト１
４の材質としては、バネ性や導電性などが要求されるので、黄銅やベリリウム銅やリン青
銅等を挙げることができる。
　前記コンタクト１４は、図３（Ａ）のように略逆Ｈ字形状をしており、主にＦＰＣ４０
又はＦＦＣと接触する接触部２２と基板に接続する接続部２４とハウジング１２に固定す
る固定部と前記接触部２２と前記接続部２４との間に設けられた弾性部３４及び支点部３
２と前記接続部２４と対向する位置に前記弾性部３４から延設された押受部２０と支点部
３２から延設した方向にも前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣと接触するもう一つの接触部２２と
を備えている。上方側の前記接触部２２（図３（Ａ）の図面の上側）と前記弾性部３４と
前記支点部３２と前記接続部２４とは、略クランク形状に配置されている。前記接触部２
２は、ＦＰＣ４０又はＦＦＣと接触し易いように凸部形状にしており、前記接続部２４は
本実施例では図１のように表面実装タイプ（ＳＭＴ）にしているが、ディップタイプでも
良い。即ち、２つの接触部２２、２２を設けて、前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣを挟持するよ
うにする。前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣの挿入方向に対して、直角方向両側に接触部２２、
２２を設けることで、前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣを２つの接触部２２、２２で挟持するこ
とになり、確実に前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣと接触できるようになる。
【００１１】
　前記コンタクト１４の接続部２４には、前記ハウジング１２の前記係止部４４と係合す
る斜めの凹部４２が設けられている。前記凹部４２は、前記コンタクト１４を前記ハウジ
ング１２に装着する際のガイドの役割を果たすものである。前記凹部４２の形状・大きさ
は下記のような動きをするように適宜設計するが、本実施例では形状は図２のように斜め
の切り欠きになっており、大きさは０．０８ｍｍにしている。
　ここで、図２に基づいて、前記コンタクト１４を前記ハウジング１２に装着する際の前
記コンタクト１４の動きについて説明する。
　図２（Ａ）のようにハウジング１２に嵌合口１８の反対側の矢印「ロ」方向からコンタ
クト１４を挿入する。
　図２（Ｂ）のように前記コンタクト１４は前記凹部４２に前記ハウジング１２の前記係
止部４４が係合し始めた段階では前記コンタクト１４の接触部２２、２２は前記ハウジン
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グ１２の挿入孔３８と略平行状態である。
　図２（Ｃ）のように前記コンタクト１４をさらに挿入していくと、前記コンタクト１４
と前記ハウジング１２の挿入孔３８とのクリアランス分だけ前記コンタクト１４は斜めに
傾き前記接触部２２は前記挿入孔３８の上壁と接する。
　図２（Ｄ）のように、挿入が完了すると前記コンタクト１４の凹部４２が斜め形状に形
成されているために、前記コンタクト１４は前記凹部４２にガイドされるように前記接触
部２２が前記挿入孔３８と平行状態に戻るように挿入される。
【００１２】
　前記支点部３２と前記弾性部３４と前記押受部２０とは、前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣが
挿入された際に、次のような作用を果たすための部分である。前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣ
が前記ハウジング１２の嵌合口１８内に挿入された後に、前記スライダー１６の押圧部３
６が前記コンタクト１４の接続部２４と押受部２０との間で回動すると、前記押受部２０
が押圧部３６によって押し上げられることで前記コンタクト１４の支点部３２を支点にし
、前記コンタクト１４の弾性部３４が前記接触部２２側に傾くことによって、前記接触部
２２が前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣ側に押圧される。前記支点部３２と前記弾性部３４と前
記押受部２０の大きさや形状は、このような作用を果たすために、適宜設計されている。
　また、前記コンタクト１４の押受部２０の先端に突出部２６を設け、スライダー１６の
押圧部３６をコンタクト１４の押受部２０と接続部２４との間で回動させるときスライダ
ーの回動に対する反発力が強い為に、スライダー１６の中央部が図１（A）の矢印「イ」
方向に膨れてしまうことを防ぐようにすることが望ましい。前記突出部２６の大きさは、
このような役割を果たすことが出来れば如何なる大きさでもよく、スライダー１６の押圧
部３６が引っ掛かる程度に適宜設計する。
【００１３】
　上述したコンタクト１４とは、別のコンタクト（図示せず）について説明する。ここで
は、上述したコンタクトとの相違部分についてのみ説明する。コンタクト１４の支点部３
２から延設した方向に設けたＦＰＣ４０又はＦＦＣとの接触部２２を削除し、形状を略逆
ｈ字形状にしたものである。
【００１４】
　次に、ハウジング１２について説明する。このハウジング１２は電気絶縁性のプラスチ
ックであり、公知技術の射出成形によって製作され、この材質としては寸法安定性や加工
性やコスト等を考慮して適宜選択するが、一般的にはポリブチレンテレフタレート（ＰＢ
Ｔ）やポリアミド（６６ＰＡ、４６ＰＡ）や液晶ポリマー（ＬＣＰ）やポリカーボネート
（ＰＣ）やこれらの合成材料を挙げることができる。
　前記ハウジング１２には、所要数のコンタクト１４が装着される挿入孔３８が設けられ
ており、圧入や引っ掛け（ランス）や溶着等によって固定されている。前記ハウジング１
２には、前記コンタクト１４の接続部２４に対応した位置に係止部４４が設けられている
。前記係止部４４は前記コンタクト１４を前記ハウジング１２の挿入孔３８に装着する際
のガイドの役割を果たす部分である。前記係止部４４の大きさはこのような役割を満足す
るように適宜設計するが、本実施例では０．１ｍｍ程度にした。
　また、長手方向両側には、前記スライダー１６の軸２８が回動可能に装着される軸受部
が設けられている。この軸受部の形状や大きさは、スライダー１６の軸２８が回動できる
ように装着されていれば如何なるものでもよく、この役割やハウジング１２の強度や大き
さ等を考慮して適宜設計する。なお、長手方向両側には、前記スライダー１６のロック部
に対応した位置に係止部が設けられている。
【００１５】
　最後に、スライダー１６について説明する。このスライダー１６は電気絶縁性のプラス
チックであり、公知技術の射出成形によって製作され、この材質としては寸法安定性や加
工性やコスト等を考慮して適宜選択するが、一般的にはポリブチレンテレフタレート（Ｐ
ＢＴ）やポリアミド（６６ＰＡ、４６ＰＡ）や液晶ポリマー（ＬＣＰ）やポリカーボネー
ト（ＰＣ）やこれらの合成材料を挙げることができる。該スライダー１６は主にハウジン
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グ１２に回動可能に装着される軸２８部分と前記コンタクト１４の押受部２０を押圧する
押圧部３６と前記コンタクト１４の突出部２６が係合する係止孔３０とを備えている。前
記軸２８は、スライダー１６を回動するための支点であり、ハウジング１２の長手方向両
側にスライダー１６が回動可能に適宜装着されている。また、長手方向両側には、前記コ
ンタクト１４の押受部２０を押圧した際にスライダー１６が高さ方向に持ち上がらないよ
うにするためにハウジング１２と係合するロック部が設けられている。ロック部の形状や
大きさ等は、ハウジング１２に係合できれば如何なるものでもよく、上述の役割やコネク
タ１０の大きさや強度等を考慮して適宜設計する。
【００１６】
　前記押圧部３６は、コンタクト１４の押受部２０に押し付ける部分であり、その形状と
しては細長形状にすることが望ましく、本実施例では楕円形状をしている。このように楕
円形状にすることによって、図３（Ａ）のようにスライダーを矢印「ハ」方向に回動させ
、コンタクト１４の押受部２０と接続部２４との間で回転させることで、押圧部３６の大
きさの変化によりコンタクト１４の押受部２０が持ち上げられ、ＦＰＣ４０又はＦＦＣを
コンタクト１４の接触部２４側に押し付けている。押圧部３６の形状としては、コンタク
ト１４の押受部２０と接続部２４との間で回転でき、長軸と短軸といった大きさの違いに
よりコンタクト１４の押受部２０を押し上げられれば、如何なるものでもよい。
　また、前記スライダー１６を回動した際に、スライダー１６の回動に対する反発力が強
く、スライダー１６の中央部が図１（A）の矢印「イ」方向に膨れてしまうことを防ぐよ
うにする為に、前記コンタクト１４の突出部２６が係合する係止孔３０が別個独立に設け
られている。前記係止孔３０を別個独立に設けることで、スライダー１６の強度アップや
回動時の変形を防止している。
【００１７】
　図１（Ｂ）に基づいて、本発明の別の実施例について説明する。主な構成部品は上述し
たものと同様で、ハウジング１２１とコンタクト１４、１４１とスライダー１６１とを備
えている。本実施例の特徴は、２種類のコンタクト１４、１４１をハウジング１２１への
挿入方向を変えて千鳥に配列している点にあり、挿入方向を変えて千鳥に配列することに
よってピッチの狭小化と低背位化に対応させたものである。前記ハウジング１２１と前記
スライダー１６１は上述したものと同様であり、また、一方の前記コンタクト１４も上述
した図２のものと同様であり、説明を省略する。
【００１８】
　もう一方の前記コンタクト１４１も金属製であり、公知技術のプレス加工によって製作
されている。材質は、一方のコンタクト１４と同様である。
　もう一方の前記コンタクト１４１も一方の前記コンタクト１４と同様に略逆ｈ字形状と
略Ｈ字形状の２つのタイプがあり、略逆ｈ字形状のものは、主にＦＰＣ４０又はＦＦＣと
接触する接触部と基板に接続する接続部とハウジングに固定する固定部と前記接触部と前
記接続部２４との間に設けられた弾性部３４及び支点部３２と前記弾性部３４から延設さ
れた押受部２０を備えている。前記接触部２２と前記弾性部３４と前記支点部３２と前記
接続部２４とは、略コ字形状に配置されている。略Ｈ字形状のものは、前記支点部３２か
らも接続部２４と反対方向に延設された延設部が設けられている。前記接触部２２は、Ｆ
ＰＣ４０又はＦＦＣと接触し易いように凸部形状にしており、前記接続部２４は本実施例
では図１（Ｂ）のように表面実装タイプ（ＳＭＴ）にしているが、ディップタイプでも良
い。
【００１９】
　前記支点部３２と前記弾性部３４と前記押受部２０とは、一方のコンタクト１４と同様
に、前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣが挿入された際に、前記スライダー１６１の押圧部３６が
前記コンタクト１４１の押受部２０と前記ハウジング１２１との間若しくは押受部２０と
延設部との間で回動すると、前記押受部２０が押圧部３６によって押し上げられることで
前記コンタクト１４１の支点部３２を支点にし、前記コンタクト１４１の弾性部３４が前
記接触部２２側に傾くことによって、前記接触部２２が前記ＦＰＣ４０又はＦＦＣ側に押
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圧される。前記支点部３２と前記弾性部３４と前記押受部２０の大きさや形状は、このよ
うな作用を果たすために、適宜設計されている。
　また、前記コンタクト１４１の押受部２０の先端に突出部２６を設け、スライダー１６
１の押圧部を回動させるときスライダー１６１の回動に対する反発力が強い為に、スライ
ダー１６１の中央部が接続側方向（スライダー装着方向）に膨れてしまうことを防ぐよう
にすることが望ましいが、ピッチの狭小化による前記スライダー１６１の強度を考慮する
と、２種類あるコンタクト１４、１４１の内、一方のコンタクト１４に設けておけば、十
分である。前記突出部２６の大きさは、このような役割を果たすことが出来れば如何なる
大きさでもよく、スライダー１６１の押圧部３６が引っ掛かる程度に適宜設計する。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
　本発明の活用例としては、携帯電話やノートパソコンやデジタルカメラ等に使用される
ＦＰＣ４０やＦＦＣにコンタクト１４、１４１を押し付ける機構を有するコネクタ１０、
１０１に活用され、特にコンタクト１４をハウジング１２に挿入する際に前記コンタクト
１４が平行に挿入できる構造に関するものである。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】（Ａ）本発明のコネクタを嵌合口側よりみた斜視図である。（Ｂ）コンタクトを
千鳥に配置した場合の本発明のコネクタを嵌合口側よりみた斜視図である。
【図２】コンタクトをハウジングに装着する際の説明図である。
【図３】（Ａ）ＦＰＣが挿入される前の本発明のコネクタの部分断面斜視図である。（Ｂ
）ＦＰＣを挿入しスライダーを回動した後の本発明のコネクタの部分断面斜視図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１０，１０１　コネクタ
　１２，１２１　ハウジング
　１４，１４１　コンタクト
　１６，１６１　スライダー
　１８　　　　　嵌合口
　２０　　　　　押受部
　２２　　　　　接触部
　２４　　　　　接続部
　２６　　　　　突出部
　２８　　　　　軸
　３０　　　　　係止孔
　３２　　　　　支点部
　３４　　　　　弾性部
　３６　　　　　押圧部
　３８　　　　　挿入孔
　４０　　　　　ＦＰＣ
　４２　　　　　凹部
　４４　　　　　係止部
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